
　い
ば
ら
き
営
農
塾
は
、就
農
し
て
間
も

な
い
方
や
、こ
れ
か
ら
就
農
す
る
方
が
、講

義
や
実
習
を
通
し
て
基
礎
的
な
農
業
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、県
立
農
業
大

学
校
で
開
講
し
て
い
る
研
修
で
す
。

毎
年
、四
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

県
立
農
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。希

望
さ
れ
る
方
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」は
茨
城
県
が
育
成
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
イ
チ
ゴ
で
す（
品
種
登
録
平
成

二
四
年
一二
月
）。糖
度
が
高
く
、酸
味
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
い
濃
厚
な
味
と
、ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食
感

が
特
長
で
す
。

県
内
で
は
九
一
戸
が「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」生
産

に
取
り
組
ん
で
お
り
、市
場
出
荷
を
中
心
と
し

た
販
売
形
態
が
多
い
で
す
が
、管
内
で
は
観
光

農
園
や
自
家
直
売
所
な
ど
で
の
販
売
が
多
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」は
食
味
が
良

い
た
め
、リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、ま
た
観
光
農
園

で
は「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」の
イ
チ
ゴ
狩
り
を
メ
イ
ン

に
据
え
た
バ
ス
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
る
な
ど
、産
地

活
性
化
に
も
一役
買
って
い
ま
す
。

「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」は
、一般
的
な
品
種「
と
ち
お

と
め
」と
は
栽
培
管
理
が
少
し
異
な
る
こ
と
か

ら
、生
産
者
と
普
及
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
が

協
力
し
て
栽
培
技
術
の
普
及
に
取
組
み
、管
内

で
も
年
々
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。今

年
は
一五
戸
が
栽
培
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

ま
た
、天
敵
を
利
用
し
た
害
虫
防
除
も
広
が
っ

て
お
り
、安
全
・
安
心
な
高
品
質
安
定
生
産
に

も
取
組
ん
で
い
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
後
も
生
産
者
の
情

報
交
換
や
学
習
の
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
、

高
品
質
な「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」の
生
産
拡
大
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

土 浦 普 及 セ ン タ ー だ より 土 浦 普 及 セ ン タ ー だ より

み ん な の 力 で 農 業 改 革 を 進 め ま し ょ う 就 農 の 御 相 談 は 普 及 セ ン タ ー ま で

いばらキッス普及拡大中

写真右上　
「いばらキッス」販促ポスター
写真左上　
育苗講習会　圃場見学
写真右下　
育苗講習会　室内講習

　いばらキッス育苗講習会とし
て、生産者の圃場見学、育苗
管理等についての講習を行い
ました。生 産 者 間では肥 培 管
理や病害虫防除について、積
極的な意見交換が行われまし
た（6/16）。

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あ
り
が
と
う
　
　
　

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
度
、以
下
の
方
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

　女
性
農
業
士

土
浦
市

　
　桜
井

　洋
子
氏

○
石
岡
市

　神
生

　潤
一 

氏　（施
設
花
き
）

新
技
術
を
積
極

的
に
導
入
し
、バ
ラ

の
高
品
質
安
定
生

産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、自

家
直
売
所
や
、生
花
店
へ
の
直
接
販
売
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。過
去
に
後
継
者
組

織
Ｙ
Ａ
Ｃ
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
か
す
み
が
う
ら
市

　坂

　嘉
隆 

氏

　（苗
木
）

多
様
な
樹
種
の

苗
木
生
産
に
、陸

稲
と
の
輪
作
を
導

入
し
、安
定
し
た

生
産
と
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。後
継
者
組
織
か
す
み

が
う
ら
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
、前
年
度
に
会

長
を
務
め
、会
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

い
ば
ら
き
営
農
塾
の
御
案
内

平成２７年８月２０日　№３９
茨城県県南農林事務所経営・普及部門
（土浦地域農業改良普及センター）
土浦農業改良普及事業推進協議会
　土浦合同庁舎第二分庁舎３階
　土浦市真鍋５－１７－２６
　　電話　０２９－８２２－８５１７
　　FAX　０２９－８２２－７３７０
　URL:http://www.pref.ibaraki.jp/nourin/
　nourinjimu/kennan/tsuchiura/index.html

茨城農業改革茨城農業改革
みんなで進めようみんなで進めよう

い
ば
ら
き
営
農
塾
の
御
案
内

平成28年度 茨城県立農業大学校入学生募集
農業の実践力を養います。大学への編入資格も得られます。

土浦普及センターだより

い
ば
ら
き
営
農
塾
の
御
案
内

今
年
度
新
た
に
以
下
の
皆
さ
ん
が
農
業

三
士
と
し
て
茨
城
県
知
事
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

○
石
岡
市

　堀
口

　志
保 

氏

　（露
地
野
菜
＋
養
鶏（
採
卵
））

四
〇
品
目
以
上

の
野
菜
を
栽
培

し
、全
量
を
野
菜

セ
ッ
ト
と
し
て
、ネ

ッ
ト
販
売
し
て
い
ま

す
。農
園
に
消
費
者
を
招
い
て
収
穫
祭
等

の
イ
ベン
ト
を
開
催
し
、野
菜
の
生
産
現
場

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

○
石
岡
市

　宮
﨑

　由
佳 

氏
　（露
地
野
菜
）

春
秋
キ
ャ
ベツ
を

軸
と
し
、夏
季
に

加
工
ト
マ
ト
、冬
季

に
ニ
ン
ジ
ン
を
栽
培

し
、高
品
質
な
野

菜
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。農
外
か

ら
の
新
規
参
入
の
経
験
を
生
か
し
、今
後

地
域
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新
認
定
農
業
三
士
及
び

　
　
　退
任
者
の
紹
介

女
性
農
業
士

青
年
農
業
士

■　募集人員等  

区分 学 科 名 募集人員 受験資格 修業
年限 専 攻 コ ー ス 

学 
 

科 

農 学 科 ４０名 高校等を卒業した者
又は平成２８年３月
に卒業若しくは修了
見込みの者 

２年 普通作・露地野菜・果樹 

畜 産 学 科 １０ ２年  

園 芸 学 科 ３０ ２年 施設野菜・花き 

研 究 科 １０ 
農業大学校卒又は短
大等卒以上若しくは
卒業見込みの者 

２年 作物・園芸・畜産 

 
■　願書受付・入学試験

  試験区分 願 書 受 付 期 間 試 験 日 選抜方法 

推薦入試 
（各学科） 平成27年 9月30日（水）～10月１5日（木） 平成27年10月27日（火） 

小論文 
口述試験 

（個別面接） 

一 般 

入 試 
（各学科） 

前
期 平成27年11月16日（月）～12月 8日（火） 平成27年12月16日（水） 筆記試験 

口述試験 
（個別面接） 後

期 平成28年 2月 5日（金）～ 2月24日（水） 平成28年3月4日（金） 

研 究 科 
一般入試 平成27年１1月16日（月）～12月8日（火） 平成27年12月16日（水） 

筆記試験 
口述試験 

（個別面接） 

■　授業料等  

・ 入学試験手数料（2,200円），入学料（5,650円），授業料（年118,800円），自治会費他 
・ 学科１年生は全寮制（１人食費月額約30,000円），学科２年生及び研究科は希望入寮制 

 
■　問い合わせ先  

  〒３11－3116 東茨城郡茨城町長岡4070-186 

茨城県立農業大学校  入試事務局  TEL029-292-0010 

 ■■　農大ホームページ  農業総合センター農業大学校／茨城県     検  索  



　
本
年
は
、
五
月
初
旬
か
ら
ナ
シ
の
芽
基

部
に
黒
星
病
の
病
斑
が
散
見
さ
れ
た
他
、

果
実
に
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
好
天
に
よ
り
急
速
な
感
染
拡
大
は
免
れ

ま
し
た
が
、
園
内
に
潜
在
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
〇
年
以
降
、
黒
星
病
の

秋
型
病
斑
の
発
病
度
は
、
そ
れ
以
前
に
比

べ
る
と
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
秋
型
病
斑
は
芽
基
部
や
葉
、
果
実
へ
の

感
染
源
と
な
り
、

黒
星
病
多
発
を
招

き
ま
す
。
秋
季
か

ら
冬
季
に
園
内
の

菌
密
度
を
下
げ
、

来
年
の
黒
星
病
を

減
ら
し
ま
し
ょ

う
。

　
コ
ギ
ク
の
露
地
電
照
栽
培
で
は
、
一
般

的
に
白
熱
電
球
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
白
熱
電
球
の
生
産
縮
小
に
伴
い
、
代

替
光
源
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

耐
用
年
数
が
長
く
、
消
費
電
力
の
小
さ
い

赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
コ
ギ
ク
の
花
芽
抑
制
に
効

果
が
高
く
、
代
替
光
源
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
六
年
か

ら
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
実
証
試
験
を
行
っ

て
お
り
、「
精
は
ぎ
の
」
で
白
熱
電
球
と

遜
色
の
な
い
花
芽
抑
制
と
草
丈
伸
長
効
果

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
七
年
も
、

「
精
は
ぎ
の
」、「
玉
姫
」
で
花
芽
抑
制
、

草
丈
伸
長
効
果
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
白

熱
電
球
と
同
程
度
で
あ
り
、
代
替
光
源
と

し
て
使
用
で
き
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し

た
。

　
農
産
加
工
部
門
を
経
営
に
取
入
れ
る
こ

と
で
新
た
な
収
入
源
と
な
り
、
経
営
の
柱

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
産

物
の
Ｐ
Ｒ
役
と
し
て
、
販
路
拡
大
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
活
動
の
目
的
や
ど
の
よ
う
な

加
工
品
を
作
る
か
な
ど
、
事
前
に
活
動
計

画
を
立
て
な
け
れ
ば
経
営
の
柱
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
前
準
備
と
し

て
、
次
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

①
目
的
を
掲
げ
る

　
生
産
し
て
い
る
農
産
物
の
お
い
し
い
食

べ
方
を
発
信
し
て
消
費
拡
大
に
つ
な
げ

る
、
加
工
品
を
通
じ
て
産
地
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

げ
る
な
ど
の
目
的
を
掲
げ
ま
す
。
自
身
の

経
営
を
ど
う
発
展
さ
せ
た
い
か
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

②
納
得
の
い
く
加
工
品
を
作
る

　
自
分
が
納
得
す
る
加
工
品
を
目
指
し
て

試
作
を
繰
返
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の

時
、
原
材
料
費
が
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

③
生
産
量
と
販
売
量
を
考
え
る

　
製
造
に
か
か
る
原
材
料
費
を
把
握
し
、

ど
れ
く
ら
い
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

利
益
に
つ
な
が
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

④
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
無
言
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

と
も
例
え
ら
れ
ま
す
。
材
料
の
農
産
物
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
色
使
い
や
商
品
名
な

ど
、
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

 

こ
れ
ま
で
作
物
に
残
留
す
る
農
薬
の
安

全
性
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
り
毎
日

摂
取
し
続
け
て
も
影
響
が
出
な
い
と
考
え

ら
れ
る
一
日
摂
取
許
容
量
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
に

基
づ
く
、
長
期
暴
露
評
価
で
評
価
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
長
期
暴

露
評
価
に
加
え
て
、
人
が
一
度
に
多
量
に

食
べ
て
も
農
薬
に
よ
る
悪
影
響
が
出
な
い

と
考
え
ら
れ
る
急
性
参
照
用
量
（
Ａ
Ｒ
ｆ

Ｄ
）
に
基
づ
く
短
期
暴
露
評
価
も
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
農
薬
に
よ
っ
て
は
、『
適
用

作
物
の
削
除
』
や
、『
使
用
方
法
の
変
更
』

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
登
録
変
更
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
時
間

的
余
裕
を
持
っ
て
申
請
さ
れ
な
い
場
合
も

想
定
さ
れ
、
こ
う
し
た
場
合
は
、
農
薬
を

容
器
の
ラ
ベ
ル
に
表
示
さ
れ
た
使
用
方
法

に
従
っ
て
使
用
し
て
も
、
変
更
後
の
残
留

基
準
値
を
超
過
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
農

薬
メ
ー
カ
ー
が
変
更

後
の
使
用
方
法
を
チ

ラ
シ
等
で
情
報
提
供

す
る
場
合
は
、
変
更

登
録
前
で
も
、
農
薬

容
器
の
表
示
（
ラ
ベ

ル
）
で
は
な
く
、
変

更
後
の
使
用
方
法
に

基
づ
い
て
使
用
し
て

下
さ
い
。

　
変
更
後
の
使
用
方

法
に
関
す
る
詳
細

は
、
販
売
店
等
で
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ

や
、
メ
ー
カ
ー
や
茨

城
県
エ
コ
農
業
推
進

室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
〜
圃
場
で
「
立
毛
乾
燥
」
を
行
い
、

　
　
　
　
　
乾
燥
コ
ス
ト
の
低
減
を
！
〜

　
一
般
的
な
乾
燥
・
調
製
費
は
十
ア
ー
ル

あ
た
り
一
〜
二
万
円
程
度
か
か
り
ま
す
。

張
り
込
み
時
の
籾
水
分
を
二
十
％
以
下
ま

で
下
げ
る
こ
と
で
、
灯
油
消
費
量
、
電
力

消
費
量
、
乾
燥
時
間
が
大
幅
に
削
減
で
き

ま
す
。
飼
料
用
米
は
主
食
用
米
で
求
め
ら

れ
る
食
味
・
外
観
品
質
を
考
慮
す
る
必
要

が
な
い
の
で
（
表
）、
倒
伏
や
穂
発
芽
、

鳥
害
が
問
題
な
い
範
囲
で
、
成
熟
期
か
ら

約
二
週
間
程
度
収
穫
を
遅
ら
せ
る
「
立
毛

乾
燥
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乾
燥

時
の
温
度
を
高
め
に
設
定
し
て
乾
燥
効
率

を
高
め
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

　
今
後
、新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た

ら
、改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※（

）

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
加
工
施
設
に
つ
い
て
】

　
実
際
に
加
工
品
を
生
産
し
て
販
売
す
る

に
は
、
営
業
許
可
申
請
を
行
い
、
県
が
定

め
た
施
設
基
準
に
合
致
し
た
施
設
を
建

て
、
営
業
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
営
業
許
可
を
受
け
る
に
は
、
保
健
所

へ
の
申
請
・
認
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
農
産
加
工
に
つ
い
て
学
ぶ
に
は
】

　
茨
城
県
農
産
加
工
指
導
セ
ン
タ
ー
で

は
、
加
工
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
に
農

産
加
工
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
開
放
実
験

室
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
農
産
加
工

指
導
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
参
考
に
し
な
が
ら
試
作
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
産
加
工
研
修

会
や
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

の
受
付
を
し
て

お
り
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、

加
工
起
業
や
加

工
技
術
に
関
す

る
ご
相
談
に
つ

い
て
も
、
お
電

話
や
現
地
対
応

に
て
承
り
ま

す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
タ
マ
ネ
ギ
バ
エ
・
タ
ネ
バ
エ
は
ネ
ギ
・

タ
マ
ネ
ギ
に
発
生
す
る
害
虫
の
一
種
で
、

土
中
の
幼
虫
（
う
じ
）
が
茎
盤
の
下
部
よ

り
食
入
し
て
内
部
を
食
害
し
ま
す
。
幼
虫

は
一
株
を
食
い
尽
く
す
と
隣
接
株
に
移
動

し
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
例
年
四
〜
六
月
に
発
生
が
多
く
な
り
、

被
害
の
多
い
地
域
で
は
被
害
が
断
続
的
に

な
る
こ
と

も
あ
る
た

め
、
耕
種

的
な
防
除

も
取
り
入

れ
た
体
系

的
な
防
除

を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

15

25

もみ

麦

3

1

もみ及び麦

を除いたもの
1

1

水分

異物

異

種

穀

粒

被害粒最

高

限

度

（％）

項目

等級

表　飼料用玄米の規格（抜粋）

合

格

被害粒：発芽粒、病害粒、及び芽くされ粒
※虫害粒、胴割粒、奇形粒、砕粒等は
　被害粒としない。

農 作 業 の 事 故 を 防 止 し ま し ょ う

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

農 薬 は 正 し く 使 い ま し ょ う

土浦普及センターだより 土浦普及センターだより

農
薬
登
録
の
急
な
変
更
に

注
意
し
て
下
さ
い
！

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

飼
料
用
米
の
収
穫
と

　
　
　
乾
燥
に
つ
い
て

飼
料
用
米
の
収
穫
と

　
　
　
乾
燥
に
つ
い
て

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

タ
マ
ネ
ギ
バ
エ・

　
　
タ
ネ
バ
エ
に
つ
い
て

タ
マ
ネ
ギ
バ
エ・

　
　
タ
ネ
バ
エ
に
つ
い
て

農
薬
登
録
の
急
な
変
更
に

注
意
し
て
下
さ
い
！

▲ナシ黒星病の秋型病斑

▲ネギの被害株▲ブラックベリージャム（左）とドライフルーツ（右）の試作の様子

オルトラン水和剤 オンコルOK粒剤
家庭園芸用オルトラン水和剤 グランドオンコル粒剤

剤粒箱ジッャジ剤粒ンラトルオ
家庭園芸用オルトラン粒剤 オンコル粒剤５
オルトランDX粒剤 オンコルスタークル粒剤
ジェイエース粒剤/スミフェート粒剤 オンダイアエース粒剤
ジェイエース水溶剤/スミフェート水溶剤 オンコルマイクロカプセル

剤粒ンデーガムーホ/１剤粒ルコンオ剤粒トーレネェジ
ジェネレート水溶剤 ガーデンホスピタル粒剤
アドバンテージ粒剤 ガゼット粒剤
アドバンテージS粒剤

-問い合わせ先-
　県南農林事務所経営・普及部門　TEL　029-822-8517
　茨城県エコ農業推進室　　　　　　　TEL　029-301-3931

農薬名（屋号抜き商品名）

表　短期暴露評価導入に伴い、農薬登録が変更され、
     農薬メーカーが注意喚起を行っている薬剤
　　（平成27年6月8日現在、農薬メーカーから変更について情報提供されたもの）
　＊表に記載した農薬以外でも、今後登録が変更される場合がありますので、
     注意してください

有機物 

施用 

完熟したものを用い、定植

20 日以上前を目安に施用 

防除 防虫ネット等の利用、定植

前後の予防的な薬剤処理 

残渣等 圃場に放置しない 

表 タマネギバエ・タネバエの防除対策例 

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

ナ
シ
黒
星
病
を

　
　
　
　
断
ち
切
る

ナ
シ
黒
星
病
を

　
　
　
　
断
ち
切
る

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

コ
ギ
ク
露
地
電
照
栽
培
で
の

赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
に
つ
い
て

コ
ギ
ク
露
地
電
照
栽
培
で
の

赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
に
つ
い
て

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

農
産
加
工
活
動
に

　
　
取
組
む
た
め
に

農
産
加
工
活
動
に

　
　
取
組
む
た
め
に

表 秋季から冬季の黒星病防除の例 

農薬 

散布 

 秋季防除の徹底（10 月

中旬から 11月中旬頃ま

で 3 回散布） 

 十分量をムラなく散布 

園内 

管理 

 落葉処理の徹底（園外

への持ち出し，鋤き込

みなど） 

せん定 

・誘引 

 秋季せん定（10/20 頃） 

 長果枝先端の切り返し 

 側枝密度の均平化 

▲赤色ＬＥＤ効果実証試験圃場



　
本
年
は
、
五
月
初
旬
か
ら
ナ
シ
の
芽
基

部
に
黒
星
病
の
病
斑
が
散
見
さ
れ
た
他
、

果
実
に
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

の
好
天
に
よ
り
急
速
な
感
染
拡
大
は
免
れ

ま
し
た
が
、
園
内
に
潜
在
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
〇
年
以
降
、
黒
星
病
の

秋
型
病
斑
の
発
病
度
は
、
そ
れ
以
前
に
比

べ
る
と
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
秋
型
病
斑
は
芽
基
部
や
葉
、
果
実
へ
の

感
染
源
と
な
り
、

黒
星
病
多
発
を
招

き
ま
す
。
秋
季
か

ら
冬
季
に
園
内
の

菌
密
度
を
下
げ
、

来
年
の
黒
星
病
を

減
ら
し
ま
し
ょ

う
。

　
コ
ギ
ク
の
露
地
電
照
栽
培
で
は
、
一
般

的
に
白
熱
電
球
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
白
熱
電
球
の
生
産
縮
小
に
伴
い
、
代

替
光
源
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

耐
用
年
数
が
長
く
、
消
費
電
力
の
小
さ
い

赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
コ
ギ
ク
の
花
芽
抑
制
に
効

果
が
高
く
、
代
替
光
源
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
六
年
か

ら
赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
実
証
試
験
を
行
っ

て
お
り
、「
精
は
ぎ
の
」
で
白
熱
電
球
と

遜
色
の
な
い
花
芽
抑
制
と
草
丈
伸
長
効
果

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
七
年
も
、

「
精
は
ぎ
の
」、「
玉
姫
」
で
花
芽
抑
制
、

草
丈
伸
長
効
果
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
白

熱
電
球
と
同
程
度
で
あ
り
、
代
替
光
源
と

し
て
使
用
で
き
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し

た
。

　
農
産
加
工
部
門
を
経
営
に
取
入
れ
る
こ

と
で
新
た
な
収
入
源
と
な
り
、
経
営
の
柱

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
産

物
の
Ｐ
Ｒ
役
と
し
て
、
販
路
拡
大
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
活
動
の
目
的
や
ど
の
よ
う
な

加
工
品
を
作
る
か
な
ど
、
事
前
に
活
動
計

画
を
立
て
な
け
れ
ば
経
営
の
柱
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
前
準
備
と
し

て
、
次
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

①
目
的
を
掲
げ
る

　
生
産
し
て
い
る
農
産
物
の
お
い
し
い
食

べ
方
を
発
信
し
て
消
費
拡
大
に
つ
な
げ

る
、
加
工
品
を
通
じ
て
産
地
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

げ
る
な
ど
の
目
的
を
掲
げ
ま
す
。
自
身
の

経
営
を
ど
う
発
展
さ
せ
た
い
か
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

②
納
得
の
い
く
加
工
品
を
作
る

　
自
分
が
納
得
す
る
加
工
品
を
目
指
し
て

試
作
を
繰
返
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の

時
、
原
材
料
費
が
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
か

把
握
し
ま
し
ょ
う
。

③
生
産
量
と
販
売
量
を
考
え
る

　
製
造
に
か
か
る
原
材
料
費
を
把
握
し
、

ど
れ
く
ら
い
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

利
益
に
つ
な
が
る
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

④
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
無
言
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

と
も
例
え
ら
れ
ま
す
。
材
料
の
農
産
物
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
色
使
い
や
商
品
名
な

ど
、
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

 

こ
れ
ま
で
作
物
に
残
留
す
る
農
薬
の
安

全
性
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
り
毎
日

摂
取
し
続
け
て
も
影
響
が
出
な
い
と
考
え

ら
れ
る
一
日
摂
取
許
容
量
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
に

基
づ
く
、
長
期
暴
露
評
価
で
評
価
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
長
期
暴

露
評
価
に
加
え
て
、
人
が
一
度
に
多
量
に

食
べ
て
も
農
薬
に
よ
る
悪
影
響
が
出
な
い

と
考
え
ら
れ
る
急
性
参
照
用
量
（
Ａ
Ｒ
ｆ

Ｄ
）
に
基
づ
く
短
期
暴
露
評
価
も
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
農
薬
に
よ
っ
て
は
、『
適
用

作
物
の
削
除
』
や
、『
使
用
方
法
の
変
更
』

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
登
録
変
更
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
時
間

的
余
裕
を
持
っ
て
申
請
さ
れ
な
い
場
合
も

想
定
さ
れ
、
こ
う
し
た
場
合
は
、
農
薬
を

容
器
の
ラ
ベ
ル
に
表
示
さ
れ
た
使
用
方
法

に
従
っ
て
使
用
し
て
も
、
変
更
後
の
残
留

基
準
値
を
超
過
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
農

薬
メ
ー
カ
ー
が
変
更

後
の
使
用
方
法
を
チ

ラ
シ
等
で
情
報
提
供

す
る
場
合
は
、
変
更

登
録
前
で
も
、
農
薬

容
器
の
表
示
（
ラ
ベ

ル
）
で
は
な
く
、
変

更
後
の
使
用
方
法
に

基
づ
い
て
使
用
し
て

下
さ
い
。

　
変
更
後
の
使
用
方

法
に
関
す
る
詳
細

は
、
販
売
店
等
で
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ

や
、
メ
ー
カ
ー
や
茨

城
県
エ
コ
農
業
推
進

室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
〜
圃
場
で
「
立
毛
乾
燥
」
を
行
い
、

　
　
　
　
　
乾
燥
コ
ス
ト
の
低
減
を
！
〜

　
一
般
的
な
乾
燥
・
調
製
費
は
十
ア
ー
ル

あ
た
り
一
〜
二
万
円
程
度
か
か
り
ま
す
。

張
り
込
み
時
の
籾
水
分
を
二
十
％
以
下
ま

で
下
げ
る
こ
と
で
、
灯
油
消
費
量
、
電
力

消
費
量
、
乾
燥
時
間
が
大
幅
に
削
減
で
き

ま
す
。
飼
料
用
米
は
主
食
用
米
で
求
め
ら

れ
る
食
味
・
外
観
品
質
を
考
慮
す
る
必
要

が
な
い
の
で
（
表
）、
倒
伏
や
穂
発
芽
、

鳥
害
が
問
題
な
い
範
囲
で
、
成
熟
期
か
ら

約
二
週
間
程
度
収
穫
を
遅
ら
せ
る
「
立
毛

乾
燥
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乾
燥

時
の
温
度
を
高
め
に
設
定
し
て
乾
燥
効
率

を
高
め
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

　
今
後
、新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た

ら
、改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※（

）

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
加
工
施
設
に
つ
い
て
】

　
実
際
に
加
工
品
を
生
産
し
て
販
売
す
る

に
は
、
営
業
許
可
申
請
を
行
い
、
県
が
定

め
た
施
設
基
準
に
合
致
し
た
施
設
を
建

て
、
営
業
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
営
業
許
可
を
受
け
る
に
は
、
保
健
所

へ
の
申
請
・
認
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
農
産
加
工
に
つ
い
て
学
ぶ
に
は
】

　
茨
城
県
農
産
加
工
指
導
セ
ン
タ
ー
で

は
、
加
工
品
開
発
を
支
援
す
る
た
め
に
農

産
加
工
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
開
放
実
験

室
）」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
農
産
加
工

指
導
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
参
考
に
し
な
が
ら
試
作
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
産
加
工
研
修

会
や
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

の
受
付
を
し
て

お
り
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、

加
工
起
業
や
加

工
技
術
に
関
す

る
ご
相
談
に
つ

い
て
も
、
お
電

話
や
現
地
対
応

に
て
承
り
ま

す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
タ
マ
ネ
ギ
バ
エ
・
タ
ネ
バ
エ
は
ネ
ギ
・

タ
マ
ネ
ギ
に
発
生
す
る
害
虫
の
一
種
で
、

土
中
の
幼
虫
（
う
じ
）
が
茎
盤
の
下
部
よ

り
食
入
し
て
内
部
を
食
害
し
ま
す
。
幼
虫

は
一
株
を
食
い
尽
く
す
と
隣
接
株
に
移
動

し
て
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
例
年
四
〜
六
月
に
発
生
が
多
く
な
り
、

被
害
の
多
い
地
域
で
は
被
害
が
断
続
的
に

な
る
こ
と

も
あ
る
た

め
、
耕
種

的
な
防
除

も
取
り
入

れ
た
体
系

的
な
防
除

を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

15

25

もみ

麦

3

1

もみ及び麦

を除いたもの
1

1

水分

異物

異

種

穀

粒

被害粒最

高

限

度

（％）

項目

等級

表　飼料用玄米の規格（抜粋）

合

格

被害粒：発芽粒、病害粒、及び芽くされ粒
※虫害粒、胴割粒、奇形粒、砕粒等は
　被害粒としない。

農 作 業 の 事 故 を 防 止 し ま し ょ う

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

農 薬 は 正 し く 使 い ま し ょ う

土浦普及センターだより 土浦普及センターだより

農
薬
登
録
の
急
な
変
更
に

注
意
し
て
下
さ
い
！

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

飼
料
用
米
の
収
穫
と

　
　
　
乾
燥
に
つ
い
て

飼
料
用
米
の
収
穫
と

　
　
　
乾
燥
に
つ
い
て

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

タ
マ
ネ
ギ
バ
エ・

　
　
タ
ネ
バ
エ
に
つ
い
て

タ
マ
ネ
ギ
バ
エ・

　
　
タ
ネ
バ
エ
に
つ
い
て

農
薬
登
録
の
急
な
変
更
に

注
意
し
て
下
さ
い
！

▲ナシ黒星病の秋型病斑

▲ネギの被害株▲ブラックベリージャム（左）とドライフルーツ（右）の試作の様子

オルトラン水和剤 オンコルOK粒剤
家庭園芸用オルトラン水和剤 グランドオンコル粒剤

剤粒箱ジッャジ剤粒ンラトルオ
家庭園芸用オルトラン粒剤 オンコル粒剤５
オルトランDX粒剤 オンコルスタークル粒剤
ジェイエース粒剤/スミフェート粒剤 オンダイアエース粒剤
ジェイエース水溶剤/スミフェート水溶剤 オンコルマイクロカプセル

剤粒ンデーガムーホ/１剤粒ルコンオ剤粒トーレネェジ
ジェネレート水溶剤 ガーデンホスピタル粒剤
アドバンテージ粒剤 ガゼット粒剤
アドバンテージS粒剤

-問い合わせ先-
　県南農林事務所経営・普及部門　TEL　029-822-8517
　茨城県エコ農業推進室　　　　　　　TEL　029-301-3931

農薬名（屋号抜き商品名）

表　短期暴露評価導入に伴い、農薬登録が変更され、
     農薬メーカーが注意喚起を行っている薬剤
　　（平成27年6月8日現在、農薬メーカーから変更について情報提供されたもの）
　＊表に記載した農薬以外でも、今後登録が変更される場合がありますので、
     注意してください

有機物 

施用 

完熟したものを用い、定植

20 日以上前を目安に施用 

防除 防虫ネット等の利用、定植

前後の予防的な薬剤処理 

残渣等 圃場に放置しない 

表 タマネギバエ・タネバエの防除対策例 

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

ナ
シ
黒
星
病
を

　
　
　
　
断
ち
切
る

ナ
シ
黒
星
病
を

　
　
　
　
断
ち
切
る

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

コ
ギ
ク
露
地
電
照
栽
培
で
の

赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
に
つ
い
て

コ
ギ
ク
露
地
電
照
栽
培
で
の

赤
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利
用
に
つ
い
て

営 農営 農
トピックストピックストピックス
営 農

農
産
加
工
活
動
に

　
　
取
組
む
た
め
に

農
産
加
工
活
動
に

　
　
取
組
む
た
め
に

表 秋季から冬季の黒星病防除の例 

農薬 

散布 

 秋季防除の徹底（10 月

中旬から 11月中旬頃ま

で 3 回散布） 

 十分量をムラなく散布 

園内 

管理 

 落葉処理の徹底（園外

への持ち出し，鋤き込

みなど） 

せん定 

・誘引 

 秋季せん定（10/20 頃） 

 長果枝先端の切り返し 

 側枝密度の均平化 

▲赤色ＬＥＤ効果実証試験圃場



　い
ば
ら
き
営
農
塾
は
、就
農
し
て
間
も

な
い
方
や
、こ
れ
か
ら
就
農
す
る
方
が
、講

義
や
実
習
を
通
し
て
基
礎
的
な
農
業
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、県
立
農
業
大

学
校
で
開
講
し
て
い
る
研
修
で
す
。

毎
年
、四
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

県
立
農
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。希

望
さ
れ
る
方
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」は
茨
城
県
が
育
成
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
イ
チ
ゴ
で
す（
品
種
登
録
平
成

二
四
年
一二
月
）。糖
度
が
高
く
、酸
味
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
い
濃
厚
な
味
と
、ジ
ュ
ー
シ
ー
な
食
感

が
特
長
で
す
。

県
内
で
は
九
一
戸
が「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」生
産

に
取
り
組
ん
で
お
り
、市
場
出
荷
を
中
心
と
し

た
販
売
形
態
が
多
い
で
す
が
、管
内
で
は
観
光

農
園
や
自
家
直
売
所
な
ど
で
の
販
売
が
多
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」は
食
味
が
良

い
た
め
、リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、ま
た
観
光
農
園

で
は「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」の
イ
チ
ゴ
狩
り
を
メ
イ
ン

に
据
え
た
バ
ス
ツ
ア
ー
が
組
ま
れ
る
な
ど
、産
地

活
性
化
に
も
一役
買
って
い
ま
す
。

「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」は
、一般
的
な
品
種「
と
ち
お

と
め
」と
は
栽
培
管
理
が
少
し
異
な
る
こ
と
か

ら
、生
産
者
と
普
及
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
が

協
力
し
て
栽
培
技
術
の
普
及
に
取
組
み
、管
内

で
も
年
々
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。今

年
は
一五
戸
が
栽
培
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

ま
た
、天
敵
を
利
用
し
た
害
虫
防
除
も
広
が
っ

て
お
り
、安
全
・
安
心
な
高
品
質
安
定
生
産
に

も
取
組
ん
で
い
ま
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
後
も
生
産
者
の
情

報
交
換
や
学
習
の
機
会
を
積
極
的
に
提
供
し
、

高
品
質
な「
い
ば
ら
キ
ッ
ス
」の
生
産
拡
大
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

土 浦 普 及 セ ン タ ー だ より 土 浦 普 及 セ ン タ ー だ より

み ん な の 力 で 農 業 改 革 を 進 め ま し ょ う 就 農 の 御 相 談 は 普 及 セ ン タ ー ま で

いばらキッス普及拡大中

写真右上　
「いばらキッス」販促ポスター
写真左上　
育苗講習会　圃場見学
写真右下　
育苗講習会　室内講習

　いばらキッス育苗講習会とし
て、生産者の圃場見学、育苗
管理等についての講習を行い
ました。生 産 者 間では肥 培 管
理や病害虫防除について、積
極的な意見交換が行われまし
た（6/16）。
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あ
り
が
と
う
　
　
　

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
度
、以
下
の
方
が
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

　女
性
農
業
士

土
浦
市

　
　桜
井

　洋
子
氏

○
石
岡
市

　神
生

　潤
一 

氏　（施
設
花
き
）

新
技
術
を
積
極

的
に
導
入
し
、バ
ラ

の
高
品
質
安
定
生

産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、自

家
直
売
所
や
、生
花
店
へ
の
直
接
販
売
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。過
去
に
後
継
者
組

織
Ｙ
Ａ
Ｃ
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
、地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
か
す
み
が
う
ら
市

　坂

　嘉
隆 

氏

　（苗
木
）

多
様
な
樹
種
の

苗
木
生
産
に
、陸

稲
と
の
輪
作
を
導

入
し
、安
定
し
た

生
産
と
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。後
継
者
組
織
か
す
み

が
う
ら
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
は
、前
年
度
に
会

長
を
務
め
、会
員
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

い
ば
ら
き
営
農
塾
の
御
案
内

平成２７年８月２０日　№３９
茨城県県南農林事務所経営・普及部門
（土浦地域農業改良普及センター）
土浦農業改良普及事業推進協議会
　土浦合同庁舎第二分庁舎３階
　土浦市真鍋５－１７－２６
　　電話　０２９－８２２－８５１７
　　FAX　０２９－８２２－７３７０
　URL:http://www.pref.ibaraki.jp/nourin/
　nourinjimu/kennan/tsuchiura/index.html

茨城農業改革茨城農業改革
みんなで進めようみんなで進めよう

い
ば
ら
き
営
農
塾
の
御
案
内

平成28年度 茨城県立農業大学校入学生募集
農業の実践力を養います。大学への編入資格も得られます。

土浦普及センターだより

い
ば
ら
き
営
農
塾
の
御
案
内

今
年
度
新
た
に
以
下
の
皆
さ
ん
が
農
業

三
士
と
し
て
茨
城
県
知
事
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

○
石
岡
市

　堀
口

　志
保 
氏

　（露
地
野
菜
＋
養
鶏（
採
卵
））

四
〇
品
目
以
上

の
野
菜
を
栽
培

し
、全
量
を
野
菜

セ
ッ
ト
と
し
て
、ネ

ッ
ト
販
売
し
て
い
ま

す
。農
園
に
消
費
者
を
招
い
て
収
穫
祭
等

の
イ
ベン
ト
を
開
催
し
、野
菜
の
生
産
現
場

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。

○
石
岡
市

　宮
﨑

　由
佳 

氏
　（露
地
野
菜
）

春
秋
キ
ャ
ベツ
を

軸
と
し
、夏
季
に

加
工
ト
マ
ト
、冬
季

に
ニ
ン
ジ
ン
を
栽
培

し
、高
品
質
な
野

菜
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。農
外
か

ら
の
新
規
参
入
の
経
験
を
生
か
し
、今
後

地
域
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新
認
定
農
業
三
士
及
び

　
　
　退
任
者
の
紹
介

女
性
農
業
士

青
年
農
業
士

■　募集人員等  

区分 学 科 名 募集人員 受験資格 修業
年限 専 攻 コ ー ス 

学 
 

科 

農 学 科 ４０名 高校等を卒業した者
又は平成２８年３月
に卒業若しくは修了
見込みの者 

２年 普通作・露地野菜・果樹 

畜 産 学 科 １０ ２年  

園 芸 学 科 ３０ ２年 施設野菜・花き 

研 究 科 １０ 
農業大学校卒又は短
大等卒以上若しくは
卒業見込みの者 

２年 作物・園芸・畜産 

 
■　願書受付・入学試験

  試験区分 願 書 受 付 期 間 試 験 日 選抜方法 

推薦入試 
（各学科） 平成27年 9月30日（水）～10月１5日（木） 平成27年10月27日（火） 

小論文 
口述試験 

（個別面接） 

一 般 

入 試 
（各学科） 

前
期 平成27年11月16日（月）～12月 8日（火） 平成27年12月16日（水） 筆記試験 

口述試験 
（個別面接） 後

期 平成28年 2月 5日（金）～ 2月24日（水） 平成28年3月4日（金） 

研 究 科 
一般入試 平成27年１1月16日（月）～12月8日（火） 平成27年12月16日（水） 

筆記試験 
口述試験 

（個別面接） 

■　授業料等  

・ 入学試験手数料（2,200円），入学料（5,650円），授業料（年118,800円），自治会費他 
・ 学科１年生は全寮制（１人食費月額約30,000円），学科２年生及び研究科は希望入寮制 

 
■　問い合わせ先  

  〒３11－3116 東茨城郡茨城町長岡4070-186 

茨城県立農業大学校  入試事務局  TEL029-292-0010 

 ■■　農大ホームページ  農業総合センター農業大学校／茨城県     検  索  


